
 

 

 

〜ClassPad.net の授業⽀援機能・各種ふせんを活⽤する〜 

英語コミュニケーションにおける「キャラクターの⼼情」と「表現の選択」を考える授業
架空のマンガ作品をもとに、感情を分析し、多様な英語表現のニュアンスの違いを理解する。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⽬的・概要の説明 
登場⼈物の⼼情に応じて、適切な英語表
現が異なることを理解し、それを⾃在に
活⽤できるようにすることを⽬的とする
旨を伝える。例として、would が持つ
「⼼の距離感（相⼿への配慮、ためら
い）」について、以下の 3 つのニュアン
スの違いを解説し、want to のような直
接的な欲求ではなく、状況や相⼿の都合
を考慮した控えめな主張であることを伝
える。①希望 ②依頼・要請 ③許可 
 
 
取り上げる作品の状況理解 
1．教員より、3 つの架空のマンガのシチ
ュエーション（①スポーツ推薦の先輩後
輩、②接点のない図書委員と同級⽣、③
⽇常コメディ）を提⽰する。※シチュエ
ーション詳細はデジタルノートにて 
 
2．⽣徒は提⽰されたテキストを読み、キ
ャラクター間の⼒関係や、その場⾯にお
ける⼼理的な制約（なぜ直接的に⾔いづ
らいのか）を読み取る。 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：架空のマンガのキャラクターの⼼情を英語で表現（英訳・創作）する過程を通し

て、助動詞を⽤いることで⽣じるニュアンスの違いを指導する。 
⽣徒向けの⽬標：「希望」「依頼・要請」「許可」のニュアンスの違いを理解し、キャラクターに 
        合わせた適切な英語のセリフを⾃ら考え、表現する⼒を⾝につける。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減：架空のマンガや例題が想定する状況をふせん上で⽰すため、⽣徒は効率的にそれをイ 
        メージすることができる。 
・協働学習促進：授業⽀援機能を⽤いてグループで最適な英語表現を検討する過程で、多くのフレーズ 
        を実⽤できるようにする意義を⾒出させ、テキストの例⽂の定着を図る。 
・課題の配布→回収→管理→添削→返却の効率化：授業⽀援機能を使えば、全ての⼿順が容易に。 

step2 

この 3 つのニュアンスの違いを
まとめたテキストふせん（または
画像ふせん）を、授業⽀援機能を
⽤いて⽣徒全員に共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 作品のタイトル、状況設定、キ
ャラクターの関係性をまとめたテ
キストふせんを提⽰・送信する。 

step1 

【英語】 
三省堂「CROWN English ExpressionⅡ New Edition」P.32~35 Part 2 機能表現編 Lesson2 

希望・願望／依頼・要請／許可 スヌーピーの気持ち 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実践の準備 
例題（勇者と王様など）を使い、「同じ
状況でも、感情の解釈によって正解（選
ぶ⽂法）が変わる」ことを⾒せる。 
 
解釈 A（王様を恐れている場合）:  
"Would you mind if I joined the vanguard?" 
(極めて控えめ） 
 
解釈 B（勇者として覚悟が決まっている
場合）: "Your Majesty, let me join the 
vanguard. I will defeat the dragon."（強い意
志） 
 
 
 
個⼈作業(10 分間) 
1．⽣徒は step2 の 3 作品から 1 つを選択
する。 
 
2．辞書を⽤いて必要な語彙を検索する。 
 
3．⾃⾝の解釈に基づき、最も適切だと考
える表現を⽤いて英語のセリフを作成す
る。 
 
4. 「なぜその表現を選択したか」の理由
（キャラクターの⼼情解釈）を⽇本語で
記述する。 
 
 
 
グループワーク(15~20 分間) 
1．5〜6⼈のグループを作り、各⾃が作
成した英訳と「その⽂法を選んだ理由」
を相互に提⽰・説明する。 
 
2．グループ内で話し合い、各々の解釈の
違いを⽐較する。⽂法選択の理由＝キャ
ラクター解釈の違いを話し合う。 
 
3．グループとして最も説得⼒がある（状
況に合致している）と判断した代表訳を 1
つ（または解釈別で複数）決定し、提出
⽤フォーマットに⼊⼒する。 
 
 
 
投票・講評 
1．教員は各グループが作成した代表訳を
全体に提⽰する。 
 
2．⽣徒はすべての訳を⽐較し、最も状況
設定と⽂法選択がマッチしていると思う
ものに挙⼿で投票する（⾃班以外）。 
 
3．教員は、最多得票のグループを発表
し、表現選択の妥当性や語彙の⼯夫につ
いて講評を⾏う。 
 

⼀つの場⾯に対して、異なる表現
を使った複数の訳例をテキストふ
せんで並べて提⽰し、「どの表現
がどんな感情を表しているか」を
視覚的に⽐較させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
EX-word 機能のみを⽤いて語彙を
検索させる。検索した単語のふせ
んと、英訳および理由を記⼊した
テキストふせんを⾃⾝のワークス
ペース上に並べて配置させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
授業⽀援機能を⽤いて個⼈作成の
ふせんをグループ内で送受信させ
る。その後、教員のデジタルノー
トに同時編集機能で参加させ、⽤
意されたテキストふせん（テンプ
レート）に代表訳を書き込ませ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教員のデジタルノートに書き込ま
れた各グループのテキストふせん
を⼀覧表⽰（またはスライドショ
ー）にしてプロジェクター等で提
⽰する。 
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まとめ・宿題の提⽰ 
1．教員は授業のまとめとして、⽂法が感
情や関係性を伝えるツールであることを
再確認する。 
 
2．宿題として、「⽇常の特定の場⾯
（例：アルバイト先の厳しい店⻑にシフ
ト変更を頼む）」を提⽰し、適切な英語
表現の選択とその根拠を記述させること
を指⽰する。 
 
 
 
参考・発展 
本時の学習内容をさらに深めるため、表
現のニュアンスを微調整する副詞（really, 
just 等）の使⽤例をまとめた資料を配布
し、各⾃で確認させる。 

宿題の課題内容を記したテキスト
ふせんを配布する。⽣徒は次回授
業までに⾃⾝のワークスペースの
テキストふせんに回答を記⼊し提
出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
補⾜説明⽤のファイルふせんまた
はテキストふせんを作成し、授業
終了時までに⽣徒に配信する。 
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